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段 階 前 期 中 期 後 期 

学 年 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

学びの 

重 点 
きめ細やかな指導・支援で学びと育ちの基礎を培う 

自分の「めあて」に向かう自主性を育

成し、学力と個性・能力の伸長を図る 

自主学習の習慣を身に付け、学

力と個性・能力の一層の伸長を

図る 

家庭学習 

における 

望ましい姿 

自学自習と学びの土台づくり  

計画を立てて自力で学習に

取り組むことができる 
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家庭学習 

時間の目安 毎日
まいにち

こつこつ ４５分以上 ６０分以上 ９０分以上 ９０分以上 

家庭学習 

の内容事例 

・音読・読書・日記    ・国語や算数などのドリル学習  ・漢字学習（漢字帳） 

・視写（教科書をうつす） ・計算カードの練習       ・新聞を読む 

・自主的な学習      ・予習や復習など        ・調べ学習 

・各教科の宿題  ・学年からの宿題 

・予習や復習   ・読書 

・テストに向けた計画的で自主的な学習 

学校の準備物 

（筆記用具） 

 

やちわっ子の生活 

やちわっ子の家庭学習 

家庭学習のための５か条 

◇机の上を片づけて、勉強に集中できるようにしよう 

◇決まった時間に、決まった場所で学習しよう 

◇自分から進んで学習しよう 

◇大切なところは、しっかりおぼえよう（暗記・暗唱） 

◇「なぜ？」「どうして？」という疑問を大切にしよう 

鉛筆５～６本（小学校は２Ｂ、中学校はHB、シャープペンも可）、赤鉛筆（赤ペン）、消しゴム１個、定規セット、下敷き、ネームペン、 

色ペン（マーカーペンなど3本程度）、その他授業に必要なもの（教科で指示されたもの）   ※学習に不要なものは持っていかない。 

保保護護者者のの方方へへののおお願願いい  

◇◇家家庭庭でではは勉勉強強ししややすすいい環環境境づづくくりりをを心心ががけけままししょょうう  

◇◇学学校校とと連連絡絡をを取取りり合合いいままししょょうう（（連連絡絡帳帳やや通通信信））  

◇◇児児童童生生徒徒のの学学習習へへのの関関心心をを高高めめままししょょうう  

◇◇子子どどももへへのの声声かかけけやや励励ままししををししままししょょうう  

◇◇将将来来のの夢夢やや目目標標ににつついいてて語語りり合合いいままししょょうう  



 


